


清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

整
備
さ
れ
た
区
域
内
の
全
て
の
人
が

利
用
さ
れ
な
い
と
、
下
水
道
の
本
来
の

目
的
で
あ
る
公
衆
衛
生
の
向
上
や
海
や

川
の
水
質
保
全
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま

い
の
人
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
さ
れ

て
な
い
人
は
、
早
め
に
接
続
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
供
用
開
始
の
日
か
ら
１
年
以
内
の
接

続
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
く
み

取
り
式
の
便
所
は
３
年
以
内
に
水
洗
便

所
に
改
造
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

３
つ
の
負
担
に
ご
理
解
を

　

整
備
区
域
は
今
後
も
拡
大
し
て
い
き

ま
す
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
区
域
の
皆

さ
ん
に
は
、
３
つ
の
負
担
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
受
益
者
負
担
金
】

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
中
に
、

土
地
あ
る
い
は
建
物
を
お
持
ち
の
人
に
、

供
用
開
始
時
に
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

平
均
は
約
20
万
円
（
世
帯
の
人
数
に
よ

る
）
で
、
建
設
費
の
財
源
に
な
り
ま
す
。

【
排
水
設
備
工
事
費
】

　
公
共
下
水
道
と
家
の
排
水
を
つ
な
ぐ
工

事
費
で
す
。
建
物
や
現
在
の
汚
水
の
処
理

方
法
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
工
事
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
あ
り
ま
す
。

【
下
水
道
の
使
用
料
】

　

下
水
道
に
接
続
さ
れ
る
と
、
流
し
た

汚
水
の
量
に
応
じ
て
使
用
料
が
か
か
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
お
よ
び
生
活
排
水
処
理
施

設
に
接
続
さ
れ
た
人
へ
お
願
い

　

一
般
家
庭
で
は
台
所
の
排
水
施
設
と

し
て
分
離
マ
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
マ

ス
に
は
、
固
形
の
ゴ
ミ
と
油
脂
類
を
流

さ
な
い
よ
う
に
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
、
マ
ス
内
に
溜
ま
っ
た
ゴ
ミ

や
油
脂
類
は
取
り
除
い
て
可
燃
ご
み
と

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
業
務
用
厨
房
の
あ
る
施
設
や
事
業
所

な
ど
で
は
、
分
離
マ
ス
よ
り
大
き
な
グ

リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
オ
イ
ル
ト
ラ
ッ
プ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
下
水
道
課
管
理
係　

℡
（
５
２
）
７
４
９
７

３月末現在の接続率

処理区 普及（対象）戸数 接続戸数 接続率
波　子 383 281 73.4％
江 津 西 1801 935 51.9％
桜江中央 852 745 87.4％
川　越 304 207 68.1％

済生会江津総合病院

江津駅

江津西浄化センター

国道９号バイパス

国道９号

凡例

供用開始区域
H30.4.2～ 31.4.1
供用開始区域

平成 31 年４月　公共下水道供用開始区域（江津西処理区）

広
が
る
下
水
道

◎募集テーマ
　江津市の課題解決につながるビジネスプラン
　江津市の地域特性を活かしたビジネスプラン

◎大賞・賞金
　１人・100 万円

◎応募条件
・プランに本気で取り組むという情熱のある人
（市内外問わずどなたでもご応募いただけます）
・個人もしくは団体、企業など、組織の形態は問いません。
・第二創業も募集対象です。
・過去大賞受賞者は出場できません。

◎スケジュール（予定）
　５月末	 募集開始
　８月初	 募集締切
　８月末	 「一次審査会」の開催
　９月～ 11 月
　		  「ブラッシュアップ勉強会」を実施
　12 月中旬	 「最終審査会」の開催
　
　　　※応募方法などの詳細は次号の広報かわらばんでお知らせします。

　江津市では、地域の活性化や地域資源を活かした
ビジネスのプランを持つ人を募集しています。
　その取り組みとして、ビジネスプランのコンテス
トを次のとおり実施します。

■問地域振興室地域振興係　℡（５２）７９２６

江津市ビジネスプラン
コンテスト
開催のお知らせ
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江津市・桜江町合併協定に調印市内の小学校と中学校で完全給食開始 道の駅「サンピコごうつ」オープン

パレットごうつがオープン 第１回ピクニックラン桜江桜江小学校が開校新川越大橋が開通

　

５
月
か
ら
、
新
し
い
元
号
「
令
和
」

に
変
わ
り
ま
す
。

　

往
時
の
江
津
を
撮
影
し
た
写
真
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
「
蔵
出
し
写
真
館
」

の
特
別
編
と
し
て
、
江
津
市
で
平
成
の

間
に
あ
っ
た
主
な
出
来
事
を
過
去
の
広

報
紙
か
ら
抜
粋
し
て
振
り
返
り
ま
す
。

［ 

旧
江
津
市 

］
［ 

江
津
市 

］
［ 

旧
桜
江
町 

］

令
和 16 ８13 平

成

平
成
元
年

江
津
工
業
団
地
に
初
の
進
出
企

業
が
操
業

平
成
４
年

長
谷
地
区
で
温
泉
が
湧
出

平
成
５
年

国
道
９
号
バ
イ
パ
ス
（
渡
津
・

嘉
久
志
間
）、
新
江
川
橋
が
開
通

平
成
７
年

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
14
年

青
陵
中
学
校
が
開
校

平
成
15
年

江
津
道
路
が
開
通

平
成
17
年

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所

平
成
18
年

済
生
会
江
津
総
合
病
院
が
移
転

新
築

平
成
20
年

高
野
山
風
力
発
電
所
が
完
成

平
成
25
年

豪
雨
で
市
内
の
多
数
で
被
害
発
生

平
成
24
年

有
福
温
泉
で
将
棋
の
棋
聖
戦
を

開
催

平
成
30
年

Ｊ
Ｒ
三
江
線
88
年
の
歴
史
に
幕

三
江
線
代
替
バ
ス
運
行
開
始

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
11
年

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
夢
咲
く
ま

ち 

ご
う
つ
」
発
表

平
成
12
年

桜
江
旭
イ
ン
タ
ー
線
が
開
通

平
成
14
年

鹿
賀
大
橋
が
開
通

平
成
16
年

桜
江
農
業
特
区
に
認
定

江
津
市
と
桜
江
町
が
合
併

平
成
７
年

今
井
美
術
館
一
般
公
開
開
始

平
成
９
年

「
風
の
国
」、「
水
の
国
」
が
オ
ー

プ
ン

平
成
を

振
り
返
る

―
蔵
出
し
写
真
館
特
別
編
―

１５ ４７９141517182025 2430 111228 23 22 19

平
成
25
年
・
平
成
30
年
豪
雨
災
害

↑
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
被
災
写

真
。
浸
水
で
孤
立
し
た
住
宅
地
か

ら
ボ
ー
ト
を
使
っ
て
住
民
が
避
難

し
た
（
桜
江
町
小
田
）

↓
平
成
25
年
の
豪
雨
災
害
の
被
災

写
真
。
水
量
を
増
し
た
水
尻
川
が

護
岸
を
破
壊
。
住
居
に
ま
で
迫
っ

た
（
二
宮
町
神
主
）

　
平
成
25
年
８
月
24
日
未
明
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
の
各
地

で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
７
月
７
日
未
明
、
大
雨
の
影
響
で
江
の
川
が

氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
、
道
路
や
家
屋
な
ど
に
濁
流
が
押
し
寄
せ

深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
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施
政
方
針

　
市
政
運
営
に
対
す
る
私
の
基
本
的
な
考
え

方
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
7
月

の
西
日
本
豪
雨
災
害
は
、
川
越
地
区
を
は
じ

め
と
し
た
、
江
の
川
沿
岸
の
住
民
の
方
々
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
災
害
か
ら
半
年
以
上
経
っ
た
現
在
も
、

普
段
の
生
活
に
戻
る
べ
く
生
活
再
建
に
向
け

懸
命
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
一
日
も
早
く
復
旧
復
興
が
で
き
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
も
、
そ
の
復
旧
に
全
力
で
取

り
組
む
と
と
も
に
、
今
後
と
も
市
民
の
安
全・

安
心
の
確
保
を
第
一
に
、
市
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
治
水
対
策

　
江
の
川
に
つ
い
て
、
昨
年
の
7
月
豪
雨
に

よ
り
パ
イ
ピ
ン
グ
現
象
が
発
生
し
た
、
鹿
賀・

下
の
原
地
区
の
堤
防
は
、
国
土
交
通
省
に
よ

り
、
現
在
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一

日
も
早
い
復
旧
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

河
川
整
備
に
つ
い
て
は
、「
江
の
川
水
系

河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
現
在
、
国
に

お
い
て
、
八
神
地
区
の
堤
防
整
備
事
業
並
び

に
川
平
地
区
土
地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
事
業
の
一
日
も
早
い
完
成
、
さ
ら

に
は
無
堤
防
地
区
解
消
に
向
け
、
今
後
と
も

国
に
対
し
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
八
戸
川
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
7

月
豪
雨
に
よ
り
破
堤
し
た
区
間
を
始
め
、
越

水
し
た
区
間
を
含
む
約
１
２
０
０
ｍ
に
つ
い

て
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
事
業
が
着
手
さ
れ

て
お
り
、
一
日
も
早
い
完
了
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
八
戸
川
お
よ
び
そ
の
支
川
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
島
根
県
に
お
い
て
、
現
在
「
江
の
川

水
系
八
戸
川
流
域
河
川
整
備
計
画
」
の
変
更

作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
先
日
は
、
第
1

回
「
江
の
川
水
系
八
戸
川
流
域
川
づ
く
り
検

討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
川
づ
く

り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
、
2
回
の
検
討
委
員
会
な
ど

を
経
て
、
整
備
計
画
案
が
作
ら
れ
る
予
定
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
一
日
も
早
い
整
備

計
画
の
策
定
、
更
に
は
事
業
着
手
に
向
け
、

県
に
対
し
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

■
新
庁
舎
建
設

　

令
和
元
年
度
に
は
建
設
工
事
に
着
手
し
、

令
和
２
年
度
末
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ま
も
る
」・「
む
す
ぶ
」・「
つ
な
ぐ
」
を

設
計
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
防
災
拠
点
機
能

の
確
立
」
や
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
向
上
」

を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る

場
所
と
な
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
将
来
の
人
口
減
少
や
職
員
数
の

推
移
に
も
対
応
で
き
、
周
辺
施
設
と
の
連
携

も
考
慮
し
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
庁

舎
の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
防
災
対
策

　
防
災
行
政
用
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
・
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
行
政
用
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
は
、
２
ヵ
年
の
継
続
費
を
設
定
し
、
１
年

目
は
親
局
や
中
継
局
な
ど
の
整
備
を
行
い
、

２
年
目
に
は
戸
別
受
信
機
設
置
に
取
り
組
む

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
様
々
な
課
題
に
対
し
、
一
歩
ず

つ
着
実
に
歩
み
を
進
め
、
市
政
運
営
の
基
本

理
念
で
あ
る
、
持
続
可
能
な
市
政
運
営
、
そ

し
て
「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
市
政
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
は
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
、
そ
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
を
一
部
抜
粋

お
よ
び
編
集
し
て
い
ま
す
。
全
文

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
の
総
額
は
、

１
６
２
億
３
９
０
０
万
円
で
す
。
前
年
度
の

６
月
補
正
後
の
予
算
額
と
比
べ
て
、
約
18
億

円
増
加
し
、合
併
後
最
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
増
額
の
要
因
は
、「
新
庁
舎
建
設
事
業
」
と

「
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
」
に
よ

る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
今
年
度

と
来
年
度
の
２
ヵ
年
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
当
初
予
算
は
、
江
津
市
長
選
挙
を

控
え
て
い
た
た
め
、「
骨
格
予
算
」
と
し
て
編
成
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
６
月
議
会
後
の
肉
付
け
予

算
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
入
】
市
税
が
約
１
億
円
増

市
債
は
15
億
円
以
上
増
額

　

歳
入
の
う
ち
自
主
財
源
（
市
が
直
接
自

主
的
に
得
ら
れ
る
お
金
）
は
29・６
％
で
す
。

市
税
が
、
誘
致
企
業
の
工
場
拡
張
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
増
加
な
ど
で
前
年
度
よ
り
１
億

円
程
度
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金
や
市
債
）
は
、
70
・
４
％
で
、
前
年
度
比

で
１・
２
％
増
加
し
ま
し
た
。
交
付
金
、
国

庫
支
出
金
お
よ
び
市
債
（
市
の
借
金
）
が
増

額
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　
「
新
庁
舎
建
設
事
業
」
に
は
、
合
併
特
例

債
や
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
な
ど
を
充
て
、

し
っ
か
り
と
し
た
将
来
推
計
を
基
に
、
財
政

運
営
を
行
い
ま
す
。

【
歳
出
】
防
災
、
江
津
市
版
総
合
戦
略
、

子
育
て
・
教
育
に
重
点

　
「
新
庁
舎
建
設
事
業
」
に
11
億
５
千
万
円
、

「
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
」
に

５
億
７
千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
江
津
市
版
総
合
戦
略
」
に
関
す
る
事

業
は
、
合
計
で
76
事
業
、
事
業
費
総
額
は

10
億
６
３
５
６
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
内
訳

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
千
円

未
満
切
り
上
げ
）

１　
生
業
を
増
や
し
安
定
し
た

　
　
雇
用
を
つ
く
る
（
９
２
６
９
万
円
）

２　
住
み
た
い
！
住
み
続
け
ら
れ
る

　
　
江
津
を
つ
く
る
（
９
２
１
３
万
円
）

３　
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
地
域
み
ん
な
で

　
　
育
む
（
３
億
３
２
０
７
万
円
）

４　
自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ
る

　
　
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

（
５
億
４
６
６
８
万
円
）

　
子
育
て
環
境
の
充
実
と
し
て
、「
保
育
体

制
強
化
事
業
」
に
４
３
２
万
円
、「
保
育
補

助
者
雇
上
強
化
事
業
」
に
１
５
０
５
万
５
千

円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
語
の
学
習
の
指
導
強
化

の
た
め
、「
英
語
指
導
員
招
致
事
業
」
に

２
０
６
３
万
８
千
円
を
計
上
し
、
外
国
語
指

導
員
を
１
人
増
員
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

施
政
方
針
・
当
初
予
算

令
和
元
年
度

江
津
市
の

　
今
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

予
算

人
口
減
少
対
策
や
定
住
対
策
な
ど
を
中
心
に
し
た
予
算

「
江
津
市
版
総
合
戦
略
」を
基
本
に
予
算
編
成

一般会計予算
162億3900万円

歳出

総務費
2,893,800

17.8％

民生費
5,333,940

32.8％

衛生費
1,328,767

8.2％

労働費
12,851
0.1％

農林水産業費
529,262

3.3％

商工費
310,565

1.9％

土木費
1,173,088

7.2％

消防費
1,266,665

7.8％

教育費
1,028,790

6.3％

公債費
2,216,370

13.6％

議会費
134,502

0.8％

その他
10,400
0.1％

グラフの単位：千円

自主財源
29.6％

依存財源
70.4％

歳入国庫支出金
1,706,622

10.5％

繰入金
911,266

5.6％
その他　762,522

4.7％

地方譲与税・
交付金

591,900
3.6％地方交付税

5,530,000
34.1％

市債
2,630,700

16.2％

県支出金
981,001

6.0％

市税
2,761,453

17.0％

分担金
負担金

157,133
1.0％ 使用料

手数料
206,403

1.3％

グラフの単位：千円
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スナップえんどうの
おかかマヨ和え

材料（２人分）
・スナップえんどう　14個（約120ｇ）
・とうもろこし（粒）　大さじ２

・かつお節　小１袋
・すりごま　小さじ１
・マヨネーズ　大さじ１
・しょう油　小さじ１/ ２

江 津 食 彩
朝ごはんに毎日プラス１皿の野菜

Cooking

1 人分の野菜使用量　70g 以上

元気に１日を過ごすために大切な朝ごはん。
主食・主菜・副菜のそろったバランスの良

い朝ごはんをきちんと食べることで、眠っていた
脳や体も目覚め、活動を始めます。
　旬のスナップえんどうは、ビタミン類、カリウム、食
物繊維が豊富。短時間で調理できます。１日の活
動の源である朝ごはんをしっかり食べましょう。

作り方
１スナップえんどうは筋を取る。
２鍋に湯を沸かし、スナップえんどう・とうもろこしを茹でる。ス

ナップえんどうは食べやすい大きさに切る。
３ボウルに２を入れ、★を加えて和える。

今月の休館日 ◎毎週火曜日
◎月末休館日５月１日（水）、31日（金）

■問江津市図書館	℡（５２）０５５１
桜江分館	 ℡（９２）０３００

Books

Eco

図書館においでよ！

ごうつの味　四季めぐり

おでかけとしょかん（移動図書館）

★

　５月～７月頃にかけて、鮮やかな黄色の花をつけるオオキンケイギクを、市内の道端や河原
などでよく見かけます。しかし、きれいな花だからといって、ご自宅のお庭や花壇に植えては
絶対にいけません。
　オオキンケイギクは、日本の生態系に重大な影響を及ぼす恐れがある植物として、外来生
物法による「特定外来生物」に指定されており、栽培、運搬、販売、野外に放つことが禁止
されています。強い繁殖力を持っているため、いったん定着すると在来の野草の生息場所を
奪い、周囲の環境を一変させてしまう可能性があります。

　
緑
の
カ
ー
テ
ン
と
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ

オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
利
用
し
た
自
然
の

カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
、
繁
っ
た
葉
が
日
陰
を

作
り
、
葉
か
ら
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る
こ
と
で

打
ち
水
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
夏
で
も
室
内
の
温
度
上
昇
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
省
エ
ネ
・

CO²
削
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
年
の
夏
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
習
会

　
参
加
さ
れ
た
人
に
は
「
苗
２
つ
」、「
プ
ラ

ン
タ
ー
１
つ
」、「
エ
コ
グ
ッ
ズ
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

【
第
１
回
】

◎
日
時　
５
月
31
日
（金）
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

◎
会
場　
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

【
第
２
回
】

◎
日
時　
６
月
１
日
（土）
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◎
会
場　
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室

◎
対
象
者　
市
内
在
住
の
人
、
市
内
に
通
勤

ま
た
は
通
学
す
る
人

◎
参
加
料　
無
料

◎
申
込
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
お
申
し
込
み
の
際
に
、
①
希
望
日
②
住

所
③
氏
名
④
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
電
話
ま
た
は
Ｆ
ａ
ｘ
で
申
し
込
む

・
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

shim
inseikatsu@

city.gotsu.lg.jp

◎
申
込
期
間　
５
月
13
日
（月）
～
29
日
（水）

◎
昨
年
の
参
加
者
コ
メ
ン
ト

・
窓
越
し
に
緑
が
見
え
て
、
爽
や
か
な
気
分
に

な
り
ま
す
。

・
ゴ
ー
ヤ
を
ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
飲
ん
だ
ら
、
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

■申
■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）
７
９
３
６

FAX
（
５
２
）
１
５
５
７

　毎年、じばさんセンター
で開催される江津市こども
まつりに今年もおでかけし
ます！
　本の貸し出しの他に、
昨年好評だったワーク
ショップも行います。ぜひ
お立ち寄りください。

◎日時　５月19 日（日）
　　　　午前 10 時 30 分～午後1時頃
◎会場　じばさんセンター
◎備考
・貸出期間は１ヵ月です。登録には身分証明（免許証・
保険証など）が必要となります。
・ワークショップの材料に限りがあります。
・雨天の場合は中止します。

桜江分館からのお知らせ
　桜江総合センター内計画停電のため、５月12 日

（日）午前中は休館します。
　ご迷惑をおかけしますがご了承願います。
　午後1時からは通常どおり開館します。

こどもの読書週間特別企画
26 日（日）までやっています！
　今年のテーマは『日本のむかし話』。館内には、
むかし話の本を集めて展示しています。
　そして、むかし話「おむすびころりん」をモチー
フにしたゲームもご用意しています。小学生以下
の来館者が対象で、期間中は何度でも参加でき
ます（ただし、1日1回です）。
　参加賞もあります。ぜひ遊びに来てください。

生態系に重大な影響を及ぼす恐れがある植物

オオキンケイギクは駆除しましょう！

◎オオキンケイギクの特徴
・キク科の多年生草本で、高さは 30 ㎝～
70 ㎝程度。
・花はコスモスに似た形状で直径５～７㎝の
頭状花。
・花びらの先端には不規則に４～５つのギザ
ギザがある。
・葉は細長いへら状で、両面に荒い毛が生
えている。

◎駆除するときの注意
　生きたまま移動、保管が禁止されています。
　根から引き抜き、２〜３日天日干しにして
枯死させてから処分してください。
　草刈機で刈り取る場合は、種ができる前
の早い時期に行いましょう。

■問市民生活課生活環境係
　　℡（５２）７９３６

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
エ
コ
ラ
イ
フ
！
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健康
＆

すくすく

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

第 14 回江津市こどもまつりを
開催します

「赤ちゃん登校日」（江津東小学校）を開催します

「看護の日」イベント開催の
お知らせ

　子育て中の親
子を対象に「こど
もまつり」を開催
します。
　健康、あそび、
絵本、情報の４
つのコーナーの
他にも、子ども
神 楽 上 演 など、
親子で楽しく遊
べるお祭りです。

◎日時
　５月19 日（日）　午前 10 時～午後３時
◎会場　じばさんセンター
◎入場料　無料
■問子育てサポートセンター
　ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ
　 ℡（５２）０５６９

　次世代育成支援の一環として、小学生が赤ちゃんとの関
りを通じて、小さな命に感動する心、親への感謝や人への
思いやり、生きる勇気を育むことを目的に「赤ちゃん登校日」
を開催します。
　公開授業となっています。関係者のみでなく関心のある人
の積極的な参観をお待ちしています。
◎日時
▽事前授業
　　５月８日（水）
　　午後２時～３時 30 分
▽第１回赤ちゃんとの関わり体験授業
　　５月９日（木）
　　午前９時 30 分～11 時10 分
◎会場
　江津東小学校
◎講師
　城西大学薬学部特任教授　高塚人志氏
■問子育てサポートセンター　ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ
　 ℡（５２）０５６９

　毎年 5 月 12 日は「看護の日」。そして、12 日を含
む週の日曜日から土曜日までが「看護週間」です。
　済生会江津総合病院では今年度も「看護の日」のイ
ベントを開催します。
　看護について多くの人に知ってもらうために、健康
チェックや健康相談、喫茶、ポールエクササイズなど多
数の催しを企画しています。また、石見神楽も上演す
る予定です。
　皆さんのご来場をお待ちしています。
◎日時　5月14 日（火）

【午前の部】午前 9 時～正午
【午後の部】午後 2 時～3 時

◎会場　済生会江津総合病院（講堂・第１会議室）
◎内容
　血圧・体重・骨密度・血糖測定・血管年齢の測定
◎備考
　血管年齢測定に関しては、事前の予約が必要です。
時間は午前９時30分～正午になります（先着25人まで）。
■問済生会江津総合病院看護部睦会
　 ℡（５４）０１０１

 同じ病気の悩みを本音で語り合う

自主グループの活動

江津むつみ会（糖尿病友の会） がんケアサロン江津

　自主グループとは、同じ病気や障がい、悩みのある人々が自主的につながり、
悩みを打ち明けたり、問題解決のために経験や情報を分かち合ったりする集まり
のことです。
　今月号では、市内にある２つの自主グループをご紹介します。
　糖尿病やがんで悩みながら過ごされている人は、自主グループに参加して、同
じ病気や同じ悩みを持つ人同士で集まって語り合いませんか？

　糖尿病の正しい知識を学び、日々の生活に役立てる
ことを目的として、平成 7 年に糖尿病患者を中心に自
主グループ「江津むつみ会」が立ち上がりました。
　糖尿病に関する学習会、運動療法、調理実習、交
流会を行っています。
　調理実習では、カロリー計算された献立を会員で一
緒に作り、自宅でもできるように学習しています。
　運動療法では、屋外で話をしながらウォーキングを、
屋内ではいきいき百歳体操やポールエクササイズなどを
実施しています。
　最近は、各活動の後に自分の糖尿病に関する検査値
や治療法について情報交換をしています。
　現在、会員数は約 20人。糖尿病患者さんだけでな
く、ご家族の人、糖尿病に関心のある人も大歓迎です。
仲間とともに健康生活を目指して、一緒に学びましょう。
興味のある人、まずはお気軽にお問い合わせください。
◎年会費　2,000 円
■申■問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５

　がんのことを気軽に本音で語り合う場、対話を通し
て不安や孤独感が和らぐことを目的として「がんケアサ
ロン江津」は平成 29 年７月に設立されました。

サロンに参加されている人の声
・がんになった人にしか分からないことを安心して話せる。
・辛いことを聞いてもらえると心の荷物を置いて帰れる。
・心がすっとする。

がん治療中の人や経験者からのメッセージ
・がん検診で大切なことは、早期発見、早期治療です。
・自分でおかしいと思ったらすぐに受診してください。
・がんの治療費は高額ですが、早期に見つけるほど経
済的な負担も少なくて済みます。
・がん検診を受けて安心し、精密検査を受けませんで
した。がんになって初めて精密検査を受けておけば良
かったと思い、がん検診だけでなく、精密検査を受け
ることが大切です！
・がんは、今は治る病気だということを分かってほしい
です。

◎日時　５月18 日（土）　午前９時～正午
◎会場　江津保健センター
※サロンは毎月１回開催します。
◎申込　不要
◎参加費　１００円（お茶代）
■問世話人代表　松浦真理子
　℡０９０（８０６８）７９２０

糖
尿
病
治
療
の
た
め
に
カ
ロ
リ
ー

を
控
え
た
レ
シ
ピ
を
調
理
↓

ポ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
で
市
内
を
散
策
↑
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Information
Pick Up!

開催日 内　容 備　考

７日（火） ●子  赤ちゃん教室「音楽の教室～音楽で癒しの時間～」
◎時間　午前 10 時～11時

８日（水） ●子  １歳６ヵ月児健康診査
◎時間　午後12 時 30 分～　　◎対象　Ｈ29 年10 月～11月生

９日（木）

●う ぴょんぴょん「散歩に行こう」
◎時間　午前９時 30 分～11時 30 分　　◎持ち物　お茶

●谷 乳幼児健康相談・離乳食教室・絵本の読み聞かせ
◎時間　午前 9 時 30 分～11時 30 分

10 日（金） ●子 おたのしみの日「３Ｂ体操をしよう」
◎時間　午前 10 時～11時　　◎持ち物　飲み物、バスタオル

14 日（火）
●あ わくわくお食事会「園の食事をバイキング形式で楽しみましょう」

◎時間　午前 11時～正午　◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
◎持ち物　お箸、スプーン、フォーク、お茶（大人も）

要予約（15 組、5/7 締切）

15 日（水）
●谷 すくすくランド「お散歩」

◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎持ち物　お茶、ベビーカー
●子 乳幼児健康相談・おっぱい相談

◎時間　午前 9 時 30 分～11時 30 分

16 日（木）

●う ぴょんぴょん「英語であそぼう」
◎時間　午前９時 30 分～11時

●の ０歳児あそぼうクラブ「食事体験」
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
◎持ち物　エプロン、スプーン、フォーク、おしぼり、大人のみ白ごはん

●子  乳児健康診査
◎時間　午後12 時 30 分～
◎対象　H30 年12 月12 日～Ｈ31年 2 月15 日生

要予約（７組）

要予約（８組）

17 日（金） ●子 おたのしみの日「子育て講座①」
◎時間　午前 10 時～11時

20 日（月）
● さくらこども園の日「おでかけとしょかん」

◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎会場　さくらこども園
◎持ち物　お茶

要予約（5/13 締切）
※予約はあさり子育て支援センター

22 日（水）

●谷 すくすくランド「もぐもぐ体験」
◎時間　午前 11時15 分～午後12 時 30 分　　◎参加費　1人に付き200 円
◎持ち物　大人はご飯・箸、子どもはエプロン・おしぼりが必要

●子離乳食教室
◎時間　午前 10 時～11時 30 分　　◎対象　中期７ヵ月児～８ヵ月児

要予約

23 日（木）

●あ わくわく誕生会「4・5 月生まれのお友達の誕生会」
◎時間　午前９時 30 分～11時　◎持ち物　お茶

●の １・２・３歳児あそぼうクラブ「食事体験」
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
◎持ち物　スプーン、フォーク、エプロン、おしぼり、大人のみ白ごはん

●う ぴょんぴょん「パンまきづくり」
◎時間　午前９時 30 分～11時 30 分　　◎持ち物　エプロン、三角巾、お茶

要予約（5/16 締切）

要予約（8 組）

要予約（７組）

24 日（金） ●子 おたのしみ「あさがおの種をまこう」
◎時間　午前 10 時～11時

28 日（火）

●あ スマイルデー「アロマバスソルト＆クレイパックを作ろう」
◎時間　午前９時３０分～11時　　◎持ち物　お茶
◎参加費　500 円

●の バースデーカフェ
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　100 円

要予約（5/9 締切）

要予約

29 日（水）
●う ぴょんぴょん「食事体験・おいしい day」

◎時間　午前９時 30 分～午後12 時 30 分　　◎参加費　親子で 500 円
◎持ち物　エプロン、おしぼり

要予約（３組）

30 日（木） ●の マザーズひろば「ベビーマッサージ」
◎時間　午前 10 時～　　◎持ち物　バスタオル

要予約

31日（金） ●子 おたのしみ「おもちゃ作り＆折り紙あそび」
◎時間　午前 10 時～11時

子育てサポート　５月のイベント一覧

●子 子育てサポートセンター ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ  　℡（５２）０５６９
●の のぞみ子育て支援センター　℡（５２）７８８８　　●谷 谷住郷子育て支援センター　℡（９２）０３３８
●あ あさり子育て支援センター　℡（５５）１０２４　　●う うさぎ山子育て支援室　℡（５４）１４２５

　子育てサポートセンターの実施する今月のイベント
や各種の取り組みなどをお知らせします。

　各イベントなどへのお申し込みやお問い合わせは
下記の各施設までお問い合わせください。

（注）　表中に記載がない場合、予約不要・参加費などは無料
　　　　　　　　　　※ただし、本号発行後に変更される場合があります。

健康
＆

すくすく

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日

（金）
で
す

　

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
江
津
市
税
務
課
市
民
税
係

℡
（
５
２
）
７
９
３
１

◎
自
動
車
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納
管

理
課   

℡
０
８
５
５
（
２
９
）
５
５
２
２

軽
自
動
車
税
の
納
付

◎
納
付
書
で
納
め
る
場
合

　
市
役
所
お
よ
び
各
金
融
機
関
の
ほ
か
、

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

◎
口
座
振
替
で
納
め
る
場
合

　

口
座
振
替
日
は
５
月
31
日
（金）
で
す
。

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

次
に
該
当
す
る
軽
自
動
車
な
ど
は
、

一
定
の
要
件
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
が
所
有
す
る
も
の

　

ま
た
は
、
そ
の
人
が
所
有
し
て
い
な

い
場
合
に
限
り
、
生
計
を
一
に
す
る

人
が
所
有
す
る
も
の
で
、
当
該
障
が

い
者
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
（
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

②
構
造
が
身
体
障
が
い
者
な
ど
が
利
用

す
る
た
め
の
も
の

③
公
益
の
た
め
直
接
専
有
す
る
も
の

◎
申
請
期
限　
５
月
31
日
（金）

自
動
車
税
の
納
付

◎
納
税
通
知
書
発
送
日　
５
月
７
日
（火）

　

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
場
所

　

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
ペ
イ
ジ
ー

納
付
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
・

モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
ペ
イ
ジ
ー
対

応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

◎
納
付
方
法

　
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ペ
イ
ジ
ー

納
付
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

で
は
夜
間
や
休
日
も
ご
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

自
動
車
税
の
「
グ
リ
ー
ン
化
税
制
」

　
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
さ
れ
た
自

動
車
で
、
低
燃
費
お
よ
び
排
出
ガ
ス
性
能

が
一
定
の
基
準
を
満
た
す
自
動
車
は
、
そ

の
満
た
す
基
準
に
応
じ
て
税
額
が
約
75
％

ま
た
は
50
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年
経

過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
お
よ
び
13
年
経

過
し
た
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
、
税

額
が
約
15
％
（
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

は
約
10
％
）
加
算
（
重
課
）
さ
れ
ま
す
。

５
月
14
日
～
５
月
20
日
は

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題
啓
発

週
間
で
す

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
は
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
な
ど
に
の
め
り
込
ん
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
る
精
神
疾
患
の

一
つ
で
す
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
に

よ
り
、
健
康
問
題
、
多
重
債
務
な
ど
の

経
済
的
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
、
日
常

生
活
や
社
会
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
は
、
適
切
な

治
療
と
支
援
に
よ
り
回
復
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
多
重
債
務
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

・
江
津
市
総
務
課
行
政
係

・
島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
石
見
地
区
相

談
室   

℡
０
８
５
６
（
２
３
）
３
６
５
７

・
島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
３
２
）
５
９
１
６

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題
啓
発
週
間

■問
総
務
課
行
政
係　
℡
（
５
２
）
７
９
２
７
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３
月
９
日
、
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
で
第

10
回
赤
瓦
の
住
宅
・
街
な
み
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
３
月
末
時
点
の
学
校
名
と
学
年
で
す
。

◎
応
募
総
数　
１
３
１
点

◎
入
賞
作
品　
35
点

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞

　
川
波
小　
佐
々
木　
く
る
み
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
川
波
小　
大
屋　
知
慧
さ
ん

　
津
宮
小　
宮
里　
莉
央
さ
ん

◎
奨
励
賞

　
川
波
小　
山
藤　
英
志
さ
ん

　
津
宮
小　
下
尾　
洸
太
さ
ん

　
津
宮
小　
北
野　
日
和
子
さ
ん

　
津
宮
小　
嶋
田　
紗
希
さ
ん

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞

　
郷
田
小　
小
瀧　
悠
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
郷
田
小　
佐
々
木　
心
音
さ
ん

　
津
宮
小　
木
村　
萌
衣
さ
ん

◎
奨
励
賞

　
川
波
小　
長
岡　
隆
之
介
さ
ん

　
川
波
小　
藤
田　
康
正
さ
ん

　
川
波
小　
浅
田　
舞
美
さ
ん

【
中
学
校
１
年
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞

　
江
津
中　
山
田　
航
輝
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
江
津
中　
川
本　
楓
菜
さ
ん

　
江
津
中　
福
間　
優
さ
ん

◎
奨
励
賞

　
江
津
中　
古
和　
雪
菜
さ
ん

　
江
津
中　
平
谷　
颯
大
さ
ん

　
江
津
中　
井
戸　
美
織
さ
ん

　
江
津
中　
佐
多　
晃
貴
さ
ん

【
中
学
校
２・３
年
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞

　
江
東
中　
掛
水　
小
町
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
江
東
中　
山
﨑　
柊
平
さ
ん

◎
奨
励
賞

　
江
東
中　
西
村　
閑
さ
ん

　
青
陵
中　
田
中　
莉
奈
さ
ん

　
青
陵
中　
北
村　
緋
奈
さ
ん

　
青
陵
中　
石
金　
悠
星
さ
ん

【
高
校
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞

　
江
津
高
２
年　
河
野　
心
和
さ
ん

◎
奨
励
賞

　
江
津
高
２
年　
濱
松　
寛
衣
さ
ん

※
市
内
の
高
校
の
入
賞
者
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
第
10
回
記
念
特
別
賞
】

◎
石
州
瓦
工
業
組
合
賞

　
津
宮
小
５
年　
植
田　
倖
希
さ
ん

◎
島
根
県
建
築
士
会
江
津
支
部
長
賞

　
川
波
小
５
年　
山
藤　
丹
湖
さ
ん

赤
瓦
の
住
宅
・
街
な
み
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

■問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係　
℡
（
５
２
）
７
９
５
２

　
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、「
公
の
施

設
」
２
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
の
名
称
と
指
定
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

「
公
の
施
設
」
の
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

■問
政
策
企
画
課
政
策
企
画
係　
℡
（
５
２
）
７
９
２
５

施
設
の
名
称

指
定
管
理
者
の
名
称

指
定
期
間

江
津
市
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

合
同
会
社
じ
ば
さ
ん
石
見

平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

江
津
市
波
子
駅
会
館
及
び

江
津
市
波
子
駅
会
館
便
益
施
設

波
子
駅
会
館
運
営
協
議
会

平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

Information
Pick Up!

　

小
学
生
、
中
学
生
が
病
気
や
け
が
な

ど
で
入
院
し
た
場
合
に
、
医
療
機
関
へ

支
払
っ
た
食
事
代
（
標
準
負
担
額
）
を

助
成
し
ま
す
。

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
入
院
し
た
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

・
領
収
証
（
支
払
っ
た
食
事
代
が
わ
か
る

も
の
）

・
印
鑑

・
保
護
者
の
預
金
通
帳

◎
対
象
外
と
な
る
場
合

・
領
収
か
ら
１
年
以
内
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

・
学
校
で
加
入
し
て
い
る
災
害
共
済
給
付

制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
や
、
交
通

事
故
な
ど
本
人
の
自
己
負
担
が
な
い
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◎
期
間　
５
月
11
日
（土）
～
20
日
（月）

◎
県
内
一
斉
行
動
日 　
５
月
13
日
（月）

◎
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

５
月
20
日
（月）

　

期
間
中
、
市
内
各
地
で
交
通
安
全
運

動
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
・

安
全
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
重
点

①
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

江
津
市
児
童
等
入
院
助
成
事
業
の
ご
案
内

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

■問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係　

 

℡
（
５
２
）
７
４
８
３

■問
総
務
課
行
政
係　

 

℡
（
５
２
）
７
９
２
７

　

犯
罪
者
は
、
一
人
暮
ら
し
の
ア
パ
ー

ト
や
暗
く
人
通
り
の
少
な
い
路
上
な
ど

で
、
犯
行
の
機
会
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
で
き
る
防
犯
対
策
を
考
え
、

様
々
な
犯
罪
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
緊
急

時
の
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

【
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
】

◎
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
す
ぐ
出
な
い

　

必
ず
相
手
を
確
認
し
、
ド
ア
チ
ェ
ー

ン
を
し
て
ド
ア
を
開
け
ま
し
ょ
う
。

◎
短
時
間
の
外
出
で
も
鍵
を
か
け
る

　

近
所
へ
の
買
い
物
や
、
ご
み
出
し
の

わ
ず
か
な
時
間
で
も
、
外
出
時
は
必
ず

施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

◎
郵
便
物
に
要
注
意

　

郵
便
受
け
に
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
る

と
長
期
不
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
旅
行
や
帰
省
の
際
な
ど
長
期
不
在

に
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
受
け
内
の
郵
便
物
を
盗
み
見
ら

れ
な
い
よ
う
、
集
合
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
は
ポ
ス
ト
に
も
鍵
を
か
け
、
郵
便
物

は
小
ま
め
に
取
り
込
み
ま
し
ょ
う
。

◎
ご
み
捨
て
に
要
注
意

　

ご
み
の
中
か
ら
個
人
情
報
が
盗
ま
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
細
か
く
裁
断
し

て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

【
路
上
の
対
策
】

◎
「
な
が
ら
歩
き
」
を
し
な
い

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら

歩
い
た
り
、
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
歩
い

た
り
す
る
「
な
が
ら
歩
き
」
は
大
変
危

険
で
す
。
周
囲
へ
の
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
、
不
審
者
に
気
付
く
の
が
遅
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

◎
人
通
り
の
多
い
、
明
る
い
道
を
選
ぶ

　

暗
い
道
や
人
通
り
の
少
な
い
道
は
避

け
、
遠
回
り
で
も
人
の
目
が
あ
る
明
る

い
道
を
選
ん
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
夜
間
や
暗
い
道
を
歩
く
と
き
は
、
時
々

後
ろ
を
振
り
返
り
、
背
後
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

◎
防
犯
グ
ッ
ズ
の
活
用

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
防
犯

ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
暮
ら
し
の
防
犯
対
策

■問
総
務
課
行
政
係　
℡
（
５
２
）
７
９
２
７

　
江
津
警
察
署　
℡
（
５
２
）
０
１
１
０
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燃
や
せ
る
ご
み
の

特
別
収
集
・
休
日
開
場
日

☆
特
別
収
集

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
日
が
月
・

木
曜
日
の
地
区
、火
・
金
曜
日
の
地

区
で
特
別
収
集
を
し
ま
す
。

○日
５
月
２
日

（木）
、３
日

（金）

☆
休
日
開
場
日

　
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
可
燃

物
処
理
場
）へ
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○日
５
月
２
日

（木）
、３
日

（金）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

○￥
有
料

※
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

　
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）５
０
８
１

「
ク
リ
ー
ン
さ
く
ら
え
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
実
施
日　
５
月
19
日

（日）

※
桜
江
地
区
の
み
で
す
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

適
正
飼
養
で

家
の
犬
ね
こ
を
病
気
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

　
外
に
犬
ね
こ
を
放
し
飼
い
に
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
外
に
出
た
犬
ね
こ
は
他
の
動
物
と

触
れ
合
い
、様
々
な
病
気
に
か
か
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
愛
す
る
犬
ね
こ

が
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、屋
外
の

犬
は
リ
ー
ド
に
つ
な
ぎ
、ね
こ
は
室

内
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、犬
ね
こ
の
病
気
を
自
宅
に

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
、ご
自
身
の

所
有
す
る
敷
地
内
で
動
物
の
死
体
を

見
つ
け
た
と
き
は
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
素
手
で
は
触
ら
ず
、ゴ
ム
手
袋
を
し

て
死
体
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、使

っ
た
ゴ
ム
手
袋
と
共
に
処
分
す
る
。

・
作
業
後
は
必
ず
手
洗
い
と
消
毒
を

す
る
。

※
道
路
の
死
体
は
道
路
管
理
者
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
島
根
県
浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
課

℡
０
８
５
５
（
２
９
）５
５
５
８

お
知
ら
せ

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

◎
調
査
時
点　
６
月
１
日

※
調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に

は
、知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員

が
５
月
頃
か
ら
訪
問
し
ま
す
。
調
査

票
へ
の
記
入
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
総
務
課
情
報
統
計
室

℡
（
５
２
）７
９
２
８

講
座
・
研
修

受
動
喫
煙
防
止
講
演
会

○日
5
月
31
日

（金）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

○場
浅
利
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー

◎
演
題　
た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ

な
い
人
も
知
っ
て
お
き
た
い
地
域
で

の
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に
で

き
る
こ
と

有
　
料

　
広

　
告

情報
ポケットご

み
・
環
境

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日
５
月
26
日

（日）

　
午
前
９
時
～
正
午

○対
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可
。

○￥
有
料

○他
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

℡
（
５
２
）５
３
２
１

各記号の意味
○日日時　○期期間　○場場所　○内内容　○対対象
○資資格　○持持ち物　○定定員　○￥費用　○〆締切　
○他その他　■問問い合わせ先　■申申請先

５月

有
　
料

　
広

　
告

○対
ど
な
た
で
も

○￥
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■申
■問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係

℡
（
５
２
）７
９
３
５

相　
談

５
月
補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
7
日

（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
7
日

（火）
〔
東
神
実
業
〕

　
午
後
１
時
～
2
時
30
分

☆
13
日

（月）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

☆
29
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
」会
場

☆
9
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
29
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
（
５
２
）７
９
３
４

「
ま
ち
の
保
健
室
」の
開
設

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応
じ
る

「
ま
ち
の
保
健
室
」を
開
設
し
ま
す
。

○日
５
月
15
日

（水）

　
午
後
1
時
～
3
時

○場
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津

○内
血
圧
測
定
、骨
密
度
測
定
、体
組
成

測
定
、健
康
相
談
、転
倒
予
防
の
運
動

指
導
な
ど

○￥
相
談
無
料

■問
島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
（
古

谷
玲
奈
）

℡
０
８
５
５
（
２
５
）０
５
０
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ご
う
つ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）開
設

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、認
知

症
に
不
安
の
あ
る
人
、誰
も
が
気
軽

に
集
え
る
場
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

も
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
で

も
飲
み
な
が
ら
、認
知
症
の
こ
と
や

医
療
・
介
護
の
こ
と
、心
配
事
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○日
５
月
11
日

（土）
、25
日

（土）

　
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

　
※
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

○場
ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事
業
所

○対
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、専
門

職
な
ど
ど
な
た
で
も

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
青
山
介
護
支
援
事
業
所

℡
（
５
４
）３
１
２
３

生
活
・
仕
事
・
お
金
な
ど
で

お
困
り
の
人
へ

　

独
り
で
悩
ま
ず
に
、ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
様
々
な
事
情
に
よ
り

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に
、専
門
の

支
援
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
開
設
日　
平
日

◎
開
設
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○場
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

■問
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）２
４
７
４

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

○日
５
月
８
日

（水）　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
毎
月
第
２
水
曜
日

○場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

○内
求
人
・
求
職
相
談
、

　
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

ひ
と
り
親
家
庭
の
法
律
相
談

○日
５
月
22
日

（水）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
一
人
30
分
）

◎
場
所　
い
わ
み
ー
る

※
事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

■申
■問

（財）
島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

℡
０
８
５
２
（
３
２
）５
９
２
０

募　
集

「〝
石
見
銀
山
領
三
十
三
ヵ
所

巡
り
〟を
探
る
」参
加
者
募
集

☆
連
続
講
座

◎
日
程

　

５
月
13
日
、６
月
３
日
、７
月
１

日
、８
月
５
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○場
川
越
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー

◎
講
師　
藤
原
雄
高
氏
（
石
見
銀
山

資
料
館　
学
芸
員
）

○定
30
人

○￥
３
０
０
０
円
（
全
４
回
分
）

○内
新
発
見
史
料
（
中
村
家
所
蔵
）「
石

州
銀
山
近
里
巡
礼
縁
起
」で
紐
解
く

古
文
書
の
解
読
と
現
代
語
訳
、お
よ

び
33
ヵ
所
の
場
所
の
解
明
、33
ヵ
所

寺
院
の
歴
史
や
銀
山
と
の
関
わ
り
な

ど
関
連
事
項
の
学
習

☆
古
文
書
に
親
し
む
会
の
会
員
募
集

◎
開
催
日　
毎
月
第
１
月
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○￥
年
会
費
６
０
０
０
円

※
連
続
講
座
は
月
例
学
習
会
に
併
せ

て
行
い
ま
す
。

■申
■問
川
越
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

セ
ン
タ
ー

℡
（
９
３
）０
８
２
５

軽自動車税、固定資産税（１期）の納付期限は５月31日（金）です
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江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

社
会
の
た
め
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

屋
内
・
屋
外
清
掃
、

窓
ふ
き
や
水
ま
わ
り
の
掃
除
、家
庭

の
定
期
的
な
ご
み
出
し
、障
子
の
貼

り
替
え
、草
刈
り
や
せ
ん
定

◎
入
会
条
件　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、働
く
意
欲
の
あ
る
人

入
会
説
明
会

○日
５
月
16
日

（木）　
午
後
１
時
30
分
～

○場
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○他
筆
記
用
具
持
参

※
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
列
者
を
募
集
し
ま
す

○日
８
月
14
日

（水）
、15
日

（木）

　
（
式
典
は
15
日
）

○場
東
京
都
・
日
本
武
道
館

○対
次
の
全
て
を
満
た
す
県
内
在
住
の
人

①
日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月
７

日
）以
降
の
戦
没
者
の
遺
族

②
戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶
者
、

子
、父
母
、兄
弟
姉
妹
、孫
、お
い
、め

い
、ひ
孫
、子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・
お

い
・
め
い
の
配
偶
者

　
戦
没
者
の
18
歳
未
満
の
遺
族
と
そ

の
保
護
者

③
健
康
状
態
が
良
好
で
、２
日
間
の

団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ
る
人

※
戦
没
者
１
人
に
付
き
１
人
の
み
の

参
列
（
子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
お

よ
び
18
歳
未
満
の
遺
族
と
そ
の
保
護

者
が
参
列
す
る
場
合
を
除
く
）

○￥
松
江
市
を
起
点
と
し
た
東
京
ま
で

の
往
復
運
賃
と
宿
泊
費
は
公
費
で
定
額

助
成
。
そ
の
他
の
費
用
は
自
己
負
担
。

○〆
５
月
24
日

（金）

※
島
根
県
遺
族
連
合
会
会
員
は
申
し

込
み
前
に
各
支
部
に
連
絡
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

◎
そ
の
他

・
応
募
者
全
員
の
中
か
ら
、県
で
選
考

し
ま
す
。

・
集
合
か
ら
解
散
ま
で
団
体
行
動
と

な
り
ま
す
。

・
参
列
辞
退
の
時
期
に
よ
っ
て
は
キ

ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■申
■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

℡
（
５
２
）７
９
３
８

第
８
回

江
津
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

　

市
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

愛
好
者
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
、健

康
の
維
持
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

○日
５
月
22
日

（水）　
午
前
9
時
～
正
午

○場
中
央
公
園
多
目
的
広
場

○対
市
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛

好
者

◎
競
技
方
法　
８
ホ
ー
ル
３
ラ
ウ
ン
ド

○￥
８
０
０
円

○〆
５
月
10
日

（金）

■申
■問
江
津
市
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ

協
会
大
会
事
務
局
（
安
原
良
明
）

℡
・
FAX
（
５
２
）３
０
４
９

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
37
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
江
津
大
会

物
産
展
の
出
店
者
募
集
！

　
江
津
商
工
会
議
所
青
年
部
と
一
緒

に
江
津
を
Ｐ
Ｒ
し
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◎
出
店
条
件

　
江
津
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

商
品
料
理
を
提
供
す
る
こ
と
の
で
き

る
市
内
の
事
業
所
も
し
く
は
市
内
で

製
造
・
加
工
し
て
い
る
事
業
所

※
飲
み
物
（
ア
ル
コ
ー
ル
も
含
む
）

の
出
店
は
対
象
外
で
す
。

○日
10
月
５
日

（土）

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時
頃

※
雨
天
決
行

○場
中
央
公
園
（
第
二
体
育
館
駐
車
場
）

○￥
テ
ン
ト
半
張
に
つ
き
５
０
０
０
円

※
出
店
配
置
は
事
務
局
で
決
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
募
集
期
間５

月
７
日

（火）
～
６
月
７
日

（金）

○定
10
社
程
度

◎
備
考

・
応
募
多
数
の
場
合
は
、協
議
の
う

え
、出
店
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

・
出
店
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
■問
江
津
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務

局
（
永
井
・
横
山
）

℡
（
５
２
）２
２
６
８

訓
練
生
の
募
集

☆
即
戦
力
介
護
科
（
江
津
）

　
要
介
護
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活

躍
で
き
る
知
識
・
能
力
・
人
間
性
を
身

に
付
け
、介
護
福
祉
の
基
本
的
知
識
・

技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
、老
人
ホ
ー
ム
・

病
院
、障
が
い
者
支
援
施
設
な
ど
で
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
業
務
に
即
戦
力
と
し

て
従
事
で
き
る
「
介
護
職
員
初
任
者
資

格
・
居
宅
介
護
職
員
初
任
者
資
格
・
認

知
症
介
助
士
」の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

○資
求
職
者

○期
５
月
23
日

（木）
～
８
月
22
日

（木）

○場
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

○定
12
人

○￥
無
料
（
１
７
０
０
０
円
程
度
の
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
必
要
）

○〆
５
月
８
日

（水）

◎
入
校
検
定
日　
５
月
13
日

（月）

☆
基
礎
か
ら
学
べ
る
パ
ソ
コ
ン
＆
経

理
マ
ス
タ
ー
科

　
一
般
事
務
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
、経
理
事
務
の
実
践
的
知

識
、技
能
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
な
ど
職
業
人
と
し
て
求
め

ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

○資
求
職
者

○期
５
月
28
日

（火）
～
９
月
27
日

（金）

有　

料　

広　

告

有　

料　

広　

告

○場
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

○定
15
人

○￥
無
料
（
１
６
０
０
０
円
程
度
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
必
要
）

○〆
５
月
10
日

（金）

◎
入
校
検
定
日　
５
月
16
日

（木）

◎
検
定
場
所　
川
本
合
同
庁
舎

◎
選
抜
方
法　

面
接
試
験
、筆
記
試

験
（
ど
ち
ら
の
科
も
共
通
）

◎
申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
県
立
西
部
高
等
技
術
校
（
得
能
、

武
内
、大
塚
）

℡
０
８
５
６
（
２
２
）２
４
５
０

島
根
県
国
際
交
流
事
業

参
加
青
年
の
募
集 

　
「
２
０
１
９
北
東
ア
ジ
ア
交
流
の

翼
ｉ
ｎ
し
ま
ね
」の
参
加
青
年
を
募

集
し
ま
す
。 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
や
交

流
な
ど
を
通
し
て
、相
互
理
解
を
深

め
、国
際
的
視
野
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○期
８
月
２
日

（金）
～
７
日

（水）

○内
中
国
、韓
国
、ロ
シ
ア
と
島
根
県

の
青
年
た
ち
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
県
内
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
視
察

や
意
見
交
換
、日
本
文
化
体
験
、交
流

合
宿
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

○対
18
歳
～
30
歳
（
４
月
１
日
現
在
）

の
島
根
県
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

○定
７
人
程
度 

○￥
無
料
（
交
通
費
は
一
部
自
己
負
担
） 

◎
備
考

・
３
泊
程
度
の
交
流
合
宿
が
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
他
事
前
・
事
後
研
修
、報
告
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。 

○〆
５
月
20
日

（月）

■申
■問
（
公
財
）し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
３
１
）５
０
５
６ 

イ
ベ
ン
ト

第
26
回
川
平
町
花
田
植
え

　
町
内
外
か
ら
参
加
す
る
早
乙
女
さ

ん
に
よ
る
花
田
植
え
や
温
泉
津
町
和

牛
改
良
組
合
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
牛

の
代
掻
き
」、地
元
産
品
の
テ
ン
ト
村

な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○日
５
月
19
日

（日）　
午
前
10
時
～

○場
川
平
ふ
れ
あ
い
広
場

■問
松
平
た
す
け
愛
協
議
会

℡
（
５
７
）０
０
０
２

和
木
ロ
シ
ア
祭
り
の
開
催

　

１
０
０
年
以
上
前
、日
露
戦
争
で

和
木
の
人
た
ち
が
敵
国
の
ロ
シ
ア

兵
を
救
助
す
る
と
い
う
人
類
愛
に
満

ち
た
行
為
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
た

め
、ロ
シ
ア
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

○日
６
月
９
日

（日）

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

○場
和
木
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー

○内
和
田
力
先
生
の
講
演
、高
角
小
学

校
児
童
の
群
読
、う
さ
ぎ
山
こ
ど
も

園
の
園
児
の
発
表
、イ
ベ
ン
ト
・
テ

ン
ト
村
、イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
の
遺

品
の
展
示

■問
和
木
ロ
シ
ア
祭
り
実
行
委
員
会

（
和
木
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー
内
）　 

℡
（
５
３
）３
３
１
５

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社

概
要
や
採
用
予
定
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

○日
５
月
19
日

（日）　
午
後
１
時
～
４
時

○場
県
立
石
見
武
道
館

○内
約
50
社
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会

※
福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま

ね
（
浜
田
会
場
）と
共
催
し
ま
す
。

◎
参
加
企
業　
４
月
中
旬
か
ら
「
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」の
サ
イ
ト
に

掲
載
し
ま
す
。

※
松
江
会
場
で
も
開
催
し
ま
す
。

■問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

℡
０
１
２
０
（
６
７
）４
５
１
０

福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア

し
ま
ね

○日
５
月
19
日

（日）　
午
後
１
時
～
４
時

○場
県
立
石
見
武
道
館

○内
事
業
所
に
よ
る
個
別
就
職
面
談
コ

ー
ナ
ー
、就
職
支
援
機
関
な
ど
に
よ

る
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
、 

福
祉
の
仕

事
説
明
コ
ー
ナ
ー

○￥
参
加
費
無
料

◎
申
込　
不
要
（
入
退
場
自
由
）

○他
服
装
自
由
・
年
齢
制
限
な
し

※
松
江
会
場
、出
雲
会
場
で
も
開
催

し
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協

議
会
（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
）

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
４
０

虹
の
家
祭
り

　
今
年
も
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
虹

の
家
祭
り
」を
開
催
し
ま
す
。
障
が

い
の
あ
る
人
、地
域
の
人
、誰
も
が
楽

し
め
る
お
祭
り
で
す
。

○日
６
月
２
日

（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

○場
渡
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー

○内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、カ
レ
ー
振
る

舞
い
、わ
く
わ
く
コ
ー
ナ
ー
、劇
団
風
の

子
公
演
「
ポ
ロ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー　
げ

ん
き
か
ー
い
」

■問
虹
の
家
祭
り
事
務
局
（
山
崎
）

℡
０
９
０
（
７
５
０
４
）５
６
６
４

　
　　 　

↑昨年の和木ロシア祭りの様子
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

功労者表彰
～平成 31 年度江津市功労者表彰～
　江津市では、市政の推進と発展に対し特に大きな貢献を
いただいた個人・団体に対し、市政功労者表彰を行ってい
ます。表彰受賞者は次の皆さんです。
　市政へのご貢献に心から感謝申し上げます。

【功労表彰受賞者】
㈱山陰中央新報社代表取締役社長　松尾倫男さん

（公財）山陰中央新報社会福祉事業団　理事長　山根常正さん
ＪＡグループ島根代表　島根県農業協同組合中央会会長　
竹下正幸さん
江津市体育協会　会長　三浦敏功さん
河野光枝さん　　嘉戸千賀子さん　　舩津純江さん
三島悦廣さん　　井上明洋さん　　　島田長弘さん

石見神楽劇場「石見小屋」完成
　石見神楽を定期公演する常設の劇場「石見小屋」が、「神
楽の里　舞乃市」の駐車場に完成し、こけら落とし公演が
４月13 日（土）に行われました。
　これまで舞乃市内で行ってきた石見神楽の定期公演を

「石見神楽劇場　舞乃座」の名称で、第１、第３日曜日と
第２、第４金曜日に開催します。
　公演では、伝統的な舞が照明と音響を使って現代的に
演出され、勇壮な舞台に観客の皆さんは魅入っていました。
　運営する「浅利観光」によると、石見神楽の定期公演
がない日には、バーべーキューハウスとして活用するなど、

「石見の文化、伝統芸能、伝統工芸、食の情報を発信す
る拠点にしたい」としています。

心に響く、子どもたちのハーモニー
　市内の小学生が音楽や楽器に親しむことを目的に 4 年前
から活動している「GOTSUジュニアシンフォニックオーケス
トラ」。この１年間練習した成果を発表するスプリングコンサー
トが、３月24 日（日）に総合市民センターで開催されました。
　同スクールに通う22 人の小学生の皆さんは３つの楽曲を
演奏し、見事な調べを会場に響かせました。
　コンサートの最後には、江津中学校や桜江中学校など演奏
団体が総出演して合同演奏もありました。100人以上の出演
者が奏でるハーモニーは迫力満点で、来場者から盛大な拍手
が送られました。

夜桜と笛の音
　４月６日（土）、谷住郷地域コミュニティ交流センターで「谷
住郷夜桜まつりが開催されました。
　谷住郷子供神楽教室による「胴の口」から始まり、大塚神
楽団（友情出演）による「伊吹山」を含む８演目を上演。多く
の来場客の歓声と大きな拍手が体育館に鳴り響いていました。
　地元の皆さんによる出店もあり、おでんやうどん、焼き鳥な
ども用意され、全て完売となっていました。
　このイベントは、地元の神楽と桜で地域の活性化を図るため、
神楽の保存・継承に取り組むために開催されており、今回で６
回目を迎えます。

ミニトレイン出発進行！
　３月 22 日（金）、谷住郷保育所で三江線ミニトレインの乗
車体験会がありました。
　谷住郷保育所の 0 歳児から 5 歳児、さくらえ保育園の 4
歳児と 5 歳児の皆さんが乗車を楽しみました。
　イベントを企画したのは鹿賀駅活用プロジェクトの皆さん。
20 分の1サイズのミニトレインが約 40 メートルの線路の上
を走りました。
　子どもたちは「思ったより早い」「楽しかった」と乗り心地
に大満足！ミニトレインにまたがって手を振る園児の皆さんの
顔には笑みが浮かんでいました。

春を彩る、敬川の桜並木
　第 8 回桜まつりが３月 31日（日）に敬川八幡宮で開催さ
れました。平成９年に地域の皆さんが約 500 本の桜の苗木
を植栽した敬川の両岸は、今では桜の名所となっています。
桜による町おこしを目的に平成 24 年から開催しています。
　青空の下、桜の開花を心待ちにしていた多くの皆さんが訪れ、
美しい景色、ステージイベントや地元グルメを楽しみました。
　ステージでは、江津高校吹奏楽部、浜田高校書道部、フ
ラダンス、江津敬川太鼓、波子神楽社中が出演しました。フ
ラダンスでは、小さなお子さんたちが初舞台に上がり、愛ら
しいダンスを披露してくれました。

一般県道浅利渡津線が開通！
　３月17日（日）、一般県道浅利渡津線が開通しました。
　島根県が平成 11年度から整備を進めており、平成
18 年度に浅利工区、そして、渡津工区がこのたび完
成しました。江津ＩＣと江津工業団地を結ぶ延長約 4.6
㎞の新設道路です。
　開通に先立って行われた開通式には、国会議員、国
土交通省および地権者など約 90人が参加しました。
地元の渡津保育所・あさりこども園の園児や保護者の
皆さんも開通に駆け付けました。
　通り初めを行う車列に手を振って見送る園児の皆さ
んの歓声が、新しい道路の路面に、新しいトンネルの
中に、明るく響いていました。
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日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
1　天皇即位の日 2　国民の休日 3　憲法記念日 4　みどりの日
●サ 春まつり ●サ 春まつり

●エ 特別収集・休日
開場日（18）

●サ 春まつり
●中 全日本少年軟式

野球大会市予選
●エ 特別収集・休日

開場日（18）

●サ 春まつり
●中 全日本少年軟式

野球大会市予選

5　こどもの日 6　振替休日 7 8 9 10 11
●サ 春まつり
●中 連盟春季兼山陰

中央社旗大会

●サ 春まつり ●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診

●子 休館日
●済 子宮頸がん検診
◆赤ちゃん登校日（11）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆胃がん検診
　（金田ふれあいセン

ター、松平・浅利地
域コミュニティ交流セ
ンター、市役所）

●中 石見地区中学校
ソフトテニス大会

◆赤ちゃん登校日（11）
●保 断酒会（23）
●社 法律相談（23）

●済 子宮頸がん検診
●中 石見地区中学校

ソフトテニス大会

●中 江津地区スポー
ツ少年団交歓会

◆オレンジカフェご
うつ（19）

12 13 14 15 16 17 18
●中 連盟春季兼山陰

中央社旗大会
●中 全国ママさんバ

レーボール大会

●済 子宮頸がん検診
◆胃がん検診
　（有福温泉・敬川・二

宮地域コミュニティ
交流センター、㈱島
根久保田鉄工所）

◆石見銀山領三十三ヵ
所巡りを探る（19）

●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●中 石見地区中学校

野球大会
●済 看護の日イベント

（11）

●済 子宮頸がん検診
●中 石見地区中学校

野球大会
◆まちの保健室（19）
●さ 行政相談（23）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆シルバー人材セン

ター入会説明会（20）
●桜 断酒会（23）

●済 子宮頸がん検診
◆子宮頸がん検診
　（波子・二宮地域コミュ

ニティ交流センター、
ゆめタウン江津）

◆乳がん検診
　（二宮地域コミュニティ

交流センター、市役所）

●子 休館日
●中 中国ろうきん杯

学童野球大会市
予選

●保 がんケアサロン
江津（10）

19　ごうつ食育の日 20 21 22 23 24 25
●子 休館日
◆子宮頸がん・乳

がん検診
　（サンピコごうつ、市役所）
●中 中央公園クリー

ンアップ作戦
●中 石見卓球選手権

大会
●中 全日本少年軟式野球

大会ブロック予選
●じ こどもまつり（11）
◆クリーンさくらえ（18）
◆川平花田植え（21）

●済 子宮頸がん検診
●役 人権相談（23）

●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診

●済 子宮頸がん検診
●中 グラウンド・ゴル

フ大会（20）
●役 行政相談（23）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●保 断酒会（23）

●済 子宮頸がん検診
●社 一般相談（23）

●中 玉江少年体育大会
◆オレンジカフェご

うつ（19）
◆ GO▶つくる大学

（22）

26 27 28 29 30 31
●中 市民剣道選手権

大会
●中 中国五県西日本

1・2部市予選
●島 休日開場日（18）

●済 子宮頸がん検診 ●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳

がん検診

●済 子宮頸がん検診 ●子 休館日
●サ 定休日 
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診

●図 休館日
●済 子宮頸がん検診
●中 県高校総体ハンド

ボール競技大会
●中 年金者連盟グラウ

ンド・ゴルフ大会
●総 緑のカーテン講

習会（9）

５月ごうつカレンダー

◎各記号の意味
●役 市役所　●人 人権啓発センター　●島 島の星クリーンセンター　●エ エコクリーンセンター　●保 江津保健センター　
●さ 桜江総合センター（●桜 桜江保健センター●コ 桜江コミュニティセンター●川 川戸地域コミュニティ交流センター）　
●中 中央公園　●総 総合市民センター　●図 江津市図書館　●パ パレットごうつ　●サ サンピコごうつ　●子 子育てサポートセンター　
●じ じばさんセンター　●社 社会福祉協議会　●済 済生会江津総合病院　◆市内その他会場　※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

主な公的施設の 10 連休中の休業日は、広報かわらばん４月号の 26 ページをご覧ください。

平
成
30
年
８
月
号
か
ら
平
成
31
年
4
月

号
ま
で
「
読
ん
で
納
得
！
江
津
市

の
県
立
高
校
で
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の

か
？
」
と
い
う
連
載
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
今
月
号
よ
り
新
連
載
「
Ｇ
Ｏ
▼
Ｇ
Ｏ
Ｔ

Ｓ
Ｕ
！
わ
く
わ
く
研
究
所
」
に
タ
イ
ト
ル
を

変
え
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
本
連
載
を
担
当
す
る
江

津
高
校
・
江
津
工
業
高
校
魅
力
化
統
括
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
職
域
が
、
2
つ
の
県
立

高
校
か
ら
「
江
津
市
内
の
公
立
幼
保
・
公

立
小
中
高
に
お
け
る
教
育
の
魅
力
化
事
業
」

へ
と
拡
大
し
た
た
め
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
教
育
の
魅
力
化
事
業
の
全

体
像
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
タ
イ
ト
ル
に
込

め
た
思
い
を
お
伝
え
し
ま
す
。

未
来
の
江
津
を
創
る
人
材
を
育
て
る

　
国
際
社
会
・
日
本
社
会
の
環
境
変
化
に
合

わ
せ
て
、
国
が
示
す
教
育
の
在
り
方
、
つ

ま
り
、
学
習
指
導
要
領
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
学
習
指
導

要
領
が
平
成
30
年
３
月
に
公
示
さ
れ
、
こ
の

中
で
２
つ
の
指
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
針
に
は
、
①
教
育
過
程
全
体
を
通
し

て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
「
知
識
・

技
能
」「
思
考
力・判
断
力・表
現
力
等
」「
学

び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
3
つ
と

す
る
、
②
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

を
実
施
す
る
、
と
あ
り
ま
す
。

　

島
根
県
で
は
、
国
の
指
針
を
受
け
る
以

前
か
ら
「
高
校
魅
力
化
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
島
根
ら
し
い
高
校
魅
力
化
を

次
の
3
点
で
整
理
し
て
い
ま
す
。

①
豊
か
な
自
然
、歴
史・伝
統
、文
化
と
い
っ

た
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
生
か
し
、

地
域
社
会
に
開
か
れ
た
高
校
づ
く
り

②
少
人
数
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
個
性
を
伸
ば
し
、
自
己
実
現
を
支

援
す
る
高
校
づ
く
り

③
温
か
な
人
の
つ
な
が
り
や
勤
勉
で
粘
り

強
い
県
民
性
を
生
か
し
、
生
徒
も
大
人

も
共
に
学
び
続
け
る
、
対
話
的
・
探
究

的
な
高
校
づ
く
り

　

江
津
市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
高

校
魅
力
化
事
業
に
取
り
組
む
以
前
か
ら
「
ふ

る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
幼
保
・
小
・

中
・
高
校
で
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

18
歳
人
口
の
市
外
流
出
と
い
う
地
域
課

題
を
解
決
し
、
未
来
の
江
津
市
を
創
る
人

材
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、「
ふ
る
さ
と
の

魅
力
を
発
見
す
る
」、「
地
域
課
題
に
触
れ

る
」、「
地
域
の
た
め
に
活
躍
す
る
大
人
た

ち
」
を
主
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
な

か
で
テ
ー
マ
と
し
て
扱
い
、
様
々
な
学
習
・

探
求
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
江
津
市
に
お
け
る
高
校
魅
力
化
事
業
を
１

年
間
行
い
、
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

幼
保
・
小
・
中
・
高
校
で
そ
れ
ぞ
れ
取

り
組
ん
で
い
る
ふ
る
さ
と
教
育
事
業
は
、

教
員
・
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
一
定
の
成
果

が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

江
津
市
の
目
指
す
「
Ｇ
Ｏ
▼
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
！
山
陰
の
『
創
造
力
特
区
』
へ
」
を
実

現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に

統
合
し
て
い
く
の
か
が
課
題
で
す
。

　

そ
の
一
つ
の
答
え
は
「
創
造
力
（
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）」
の
源
泉
と
な
る
好
奇

心
・
興
味
・
関
心
を
育
む
方
法
を
科
学
的

に
解
き
明
か
す
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
オ

ト
ナ
も
コ
ド
モ
も
「
わ
く
わ
く
す
る
こ
と
」

を
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
た
く
さ
ん
発
見

し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
わ
く
わ
く
」
は
、
人

か
ら
人
へ
伝
わ
り
ま
す
。

わ
く
わ
く
を
発
見
・
伝
え
る
取
り
組
み

　

今
年
度
、
江
津
市
教
育
委
員
会
と
魅
力

化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、「
わ
く
わ
く
」
を

ど
う
す
れ
ば
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
ど
う
す
れ
ば
た
く
さ
ん
の
市
民
に
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
学
校
現
場
だ
け
で

完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
・

教
員
・
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
皆
さ
ん
、
地
域
で
事
業
を
営
む

会
社
の
皆
さ
ん
、
全
員
の
協
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
う
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

わ
くわ

くして
ますか？

江津市教育の魅力化プロデューサー
江上　尚

教
育

魅
力

化
C

AR
EER

 ED
U

C
ATIO

N
 FO

R
 YO

U
R

 H
O

M
ETO

W
N

［ 教育の魅力化事業リニューアル！ ］
第１回
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編
集
部
だ
よ
り

　
４
月
と
い
え
ば
入
学
シ
ー
ズ
ン
。

表
紙
の
写
真
の
よ
う
に
、
満
開
の

桜
で
入
学
式
を
迎
え
ら
れ
た
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
娘
は
高
校
と
中
学
の
Ｗ
入

学
で
し
た
。
そ
し
て
私
も
、
４
月

の
人
事
異
動
で
政
策
企
画
課
広
聴

広
報
係
に
「
入
学
」
と
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
と
違
う
仕
事
内
容
に

ま
だ
ま
だ
慣
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
の
広
報
担
当
者
が
綴
っ
て
き

た
「
江
津
の
今
と
未
来
」
を
、
令

和
の
時
代
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
し
い
視
点
で
、
キ

ラ
リ
と
光
る
江
津
の
魅
力
を
お
届

け
で
き
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す（
松

島
）

　
谷
住
郷
保
育
所
に
取
材
に
行
っ

た
と
き
、
園
児
の
皆
さ
ん
に
「
節

分
の
と
き
に
来
て
た
人
だ
」
と
笑

顔
で
話
し
か
け
て
も
ら
え
て
感
激

し
ま
し
た
。

　
広
報
担
当
と
な
っ
て
今
月
号
で

ち
ょ
う
ど
１
年
。
取
材
先
で
声
を

か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
も
増
え
、

「
応
援
し
て
い
る
よ
」
と
励
ま
し

を
い
た
だ
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
を
胸
に
、
新

し
い
時
代
も
全
力
で
駆
け
抜
け
て

い
き
ま
す
（
佐
々
木
）

　昨年は豪雨災害によりやむなく中止となりました
が、今年で23 回目を迎える真夏の祭典「ピクニック
ラン桜江」を開催します。
　「水の国」から江の川の雄大な流れを楽しみながら
走る前半と、「風の国」を目指し深緑の山々の急坂を
駆けあがる後半が特徴的！全国から多くのランナーが
集まるアットホームなマラソン大会です。
　全国のランナーとの交流や無料の温泉、地域の皆
さんの暖かい声援を浴びながら、あなたも良い汗を
かいてみませんか？

◎種目・参加料
・マラソン 21km　3,700 円
・マラソン 10km　3,200 円
・ウォーキング 10km　2,200 円
※高校生以下は一律 800 円、小学生未
満の幼児は無料です。
◎申込方法
①江津市ホームページから
②事務局へ問い合わせて、専用振込取扱

票から
◎備考
　昨年の大会にエントリーされた人は参
加料を半額にします。対象者には郵送に
て専用の申込書類を送付します。
　詳しくは事務局までお問い合わせくだ
さい。
◎申込締切日　※締切厳守
　5 月 31日（金）消印有効

７月14日（日）開催！

第23回ピクニックラン桜江
参加者募集中！

お問い合わせ・お申し込み
ピクニックラン桜江実行委員会事務局（桜江支所総務係内）
℡（９２）１２１１　／　FAX（９２）０９０５
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